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日本の科学技術研
究は、高度になさ
れている。

文科省は、国立大学の
理工系が主軸になる文
部政策を取っている。

人文・社会系
の学問的な遅れ

は、劣悪な研究費
状態だけでなく、
近代学問体系に
従属したまま
であるため。

研究費は、年間約
10 万円でしか

ない

近代産業社会の
システムの発展と充足

はなされてきた。
近代システムの

限界にいたっている。

➡︎近代設計原理の限界。

▼
国
民
の
大
半
が
、
何
か
ぼ
ん
や
り
し
た
将
来
へ
の
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

▼
企
業
は
、既
存
の
生
産
体
系
や
経
営
に
代
わ
り
う
る
、は
っ
き
り
し
た
も
の
が
見
え
な
い
で
い
る
。

▼
官
僚
や
役
所
は
、
時
代
の
大
き
な
環
境
変
化
に
対
応
し
え
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
住
民
の
顔

を
見
ず
に
規
範
的
な
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
対
応
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

▼
若
者
は
、
過
剰
な
情
報
と
世
界
の
動
向
を
感
知
し
な
が
ら
、
日
本
の
既
存
の
機
関
や
企
業
や
体

制
に
、
不
満
・
不
信
を
感
じ
つ
つ
将
来
的
な
信
頼
を
お
け
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

ど
っ
ち
へ
向
い
て
い
る
の
か
、
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

これによっての限界
●科学技術の活用の仕方で、多
くの可能性ある科学技術が、マ
ネジメントによって眠ったまま
である。
●西欧的原理によって、科学技
術生産自体が、主客分離の客観
的科学主義に陥っている。
●日本の普遍的な文化技術原理
が、生かされていないだけでな
く、それが衰滅しつつある。
●大学は、近代システムを拡充
するための「近代学問の分類体
系」のまま、名称だけを経営上
変更している。

日本の＜文化＞
日本資本を

指導概念にした
超領域的専門の

高等学術研究の開発。
日本一流の頭脳

の生命体 新たな設計原理が、
経済、政治、技術、

環境に対して
創造されることが
求められている。

大学知、大卒知性を超える
高等研究の新たな知が

生産されること。

高度な文化資本の形成

➡︎近代設計原理の地盤転移
➡︎高等学術研究の文化的な
生産システムが要される。

政治
資本

資本
経済

述語
技術

場所
環境

新たなライフスタイル

世界への普遍貢献

日本の開発と成熟化

文化が領導する

近代システムの現状を超える

大学システム

日本高等学術会議

日本の現状

近代 150 年の限界を超える
日本２０００年の文化基盤に立つ
資本経済へ向けた高等研究生産を！



近
代
西
欧
原
理
中
心
か
ら
日
本
の
普
遍
原
理
の
基
盤
へ

新
資
本
経
済
開
発
は
、
西
欧
原
理
の
プ
ラ
ス
を
継
承
し
つ
つ

日
本
の
普
遍
原
理
に
立
っ
て
、学
術
と
経
済
と
が
協
働
す
る
こ
と
で
す
。

新たな世界ビジョン

学術部門
文化資本学会

経済部門
新資本経済学会

●
高
等
研
究
開
発
、
ビ
ジ
ョ
ン
形
成
、
コ
ン
セ
プ
ト
開
発　

思
考
技
術
開
発

●
企
業
＆
社
員
、
学
者
、
役
人
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
文
化
資
本
力
の
形
成

●
新
資
本
経
済
開
発

●
象
徴
資
本
形
成

●
組
織
開
発
・
市
場
開
発
・
顧
客
開
発

近代西欧原理
分離

主語制
社会

自我主体

（商品・サービス）

日本の普遍原理
非分離
述語制
場所

非自己

（資本・ホスピタリティ）

設計原理の地盤変え

日本国際

高等学術会議

●
哲
学
設
計

●
学
問
設
計

●
資
本
環
境
設
計

●
文
化
環
境
設
計

●
場
所
環
境
設
計

新資本経済開発
hospitality 技術形成

資本構造
解析

概念体系
解析

日本文化科学

研究

日
本
の
根
源
的
な
課
題
の
分
析

世
界
環
境
変
化
の
解
析

日
本
の
可
能
条
件
の
探
究

個
別
企
業
の
経
営
分
析

個
別
企
業
の
課
題
解
決

資
本
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発多様な

高等研究
諸機関＆
センター

諸学会

Japan
hospitality
Academy

新
た
な
「
資
本
経
済
」
の
可
能
性
を
探
究
し
開
発
す
る
に
は
、
認
知
・
認
識
・
思
考
、
技
術
の
言

説
・
理
論
の
基
盤
が
新
た
に
再
確
認
・
再
構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
近
代
西
欧
原
理
に
対

し
て
日
本
の
普
遍
原
理
を
発
掘
し
構
成
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
開
発
コ
ア
に
し
て
、
高
等
学
術

の
研
究
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
日
本
の
新
た
な
飛
躍
的
発
展
及
び
国
際
世
界
へ
寄
与
し
ま
す
。

日本資本ホスピタリティ大学院

日本資本ホスピタリティ大学

世界貢献



国家資本の組み替え
市場経済資本の組み替え
社会制度資本の組み替え
技術科学資本の組み替え

capital retooling 産業的生産様式の限界の超克
→成熟世界へ

高
等
研
究
生
産

資
本
経
済
生
産

既
存
の
場

既
存
の
場

文化資本投資
◉日本を活性化する。
◉生活の well-being を作る。
◉日本文化を掘り起こし、
　存続させ、活用する。
●資本経済を創生する。
●研究生産を高度化する。
●ホスピタリティ・リーダー
　を形成する。

日本国際高等学術会議

文化資本学会

高等研究生産
学者・クリエーター

新資本経済学会

諸資本経済生産
経済人Academy

経済と大学とを分離した近代
産業システムに代わって、
経済と学術との非分離システ
ムの開発形成をめざす。

高等研究諸機関

「
諸
資
本
経
済
生
産
」
と
「
高
等
研
究
生
産
」
と
を
、

新
資
本
経
済
学
会
と
文
化
資
本
学
会
の
両
輪
で
も
っ
て

新
た
な
組
み
替
え
へ
と
稼
働
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

日本の文化資本

場
所
環
境
生
産

日本資本ホスピタリティ大学院場所環境資本学会
場所＝地域

世界貢献



生産 分配 蓄積

＝
普

及
新資本経済学会文化資本学会

技術科学資本学会

高等研究生産システム 高等研究機構開発

Academy 動画ライブラリー

文
化
普
及

資
本
研
究
開
発

コンサル部門 会員

オ
ー
プ
ン
講
座

経済人学者

日本国際高等学術会議

３０学会

５〜３０センター

プロ 一般学術

30 人 30 人 300 人

文化資本
フォーラム
300 人

100 capitalist

300 〜 3000 人

ID 動画講義

普及・教育部門

学者・クリエーター
100 人

概念図

新資本経済学会と文化資本学会と
の両輪の協働ワークによって、新
たな非分離システムを構築。

文化

環境 経済

hospitality

学者・クリエーターによる高等研究生産、
経済人による資本経済生産、
そして新たなホスピタリティ・スキルの
人材形成を、有機的に構成します。

文化・環境・経済をホスピタリティ技術
によって非分離相互構成することが、
高等学術会議のビジョンです。

学会群

日本資本ホスピタリティ大学院

uni-capital 
ownerships

hospitality
uni-club

学術生産部門世界貢献部門



日
本
国
際
高
等
学
術
会
議
は
、
大
学
シ
ス
テ
ム
に
代
わ
っ
て
、

超
領
域
的
専
門
の
高
等
研
究
を
創
造
的
に
促
進
し
、

日
本
及
び
世
界
の
大
転
換
に
お
い
て
、

日
本
が
本
質
的
に
有
す
る
文
化
原
理
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
技
術

そ
の
多
様
な
日
本
文
化
諸
資
本
を
も
っ
て
、

新
た
な
経
済
、
政
治
、
技
術
、
環
境
、
芸
術
な
ど
総
体
の

諸
資
本
開
発
へ
領
導
的
に
貢
献
し
て
い
く
も
の
で
す
。

「
学
問
」は
、も
は
や
近
代
学
問
体
系
に
止
ま
っ
て
い
て
は
世
界
の
現
実
に
対
応
し
え
ま
せ
ん
。

大
学
知
を
超
え
て
、
超
領
域
的
専
門
研
究
を
開
削
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し
、
現
実
の
諸
環
境

に
生
か
し
て
い
け
る
高
度
で
一
流
の
研
究
・
リ
サ
ー
チ
の
生
産
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

「
学
術
」
機
関
は
、
官
僚
的
な
構
成
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
自
由
な
創
造
的
研
究
生
産

が
な
さ
れ
る
機
構
で
あ
る
こ
と
で
す
が
、
現
実
世
界
へ
寄
与
し
て
い
く
も
の
で
す
。

「
経
済
」
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
資
本
の
固
有
さ
が
、
総
合
性
を
構
成
し
て
機
能
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
文
化
資
本
の
特
性
を
生
か
し
、
文
化
蓄
積
さ
れ
て
き
た
述
語
的
文
化
技
術
の

潜
勢
力
を
活
用
し
、
環
境
資
本
、
社
会
資
本
、
象
徴
資
本
な
ど
諸
資
本
を
稼
働
さ
せ
て
、
資

本
経
済
の
経
済
資
本
を
活
力
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

「
人
材
」
は
、
大
卒
知
の
次
元
を
超
え
て
、
世
界
を
射
程
に
入
れ
て
、
自
ら
の
個
別
の
局
面

に
総
合
的
か
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
対
応
し
て
い
け
る
高
い
「
文
化
資
本
」
を
領
有
し

た
存
在
と
な
る
こ
と
で
す
。

本
会
議
は
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
リ
ン
ク
さ
せ
、
新
た
な
時
代
の
新
た
な
資
本
経
済
を
開
発

形
成
し
、
日
本
が
世
界
の
中
で
指
導
的
に
貢
献
し
て
い
け
る
新
経
済
秩
序
の
構
成
に
寄
与
し

う
る
超
領
域
的
専
門
の
諸
研
究
セ
ン
タ
ー
・
学
会
を
機
動
さ
せ
て
い
く
学
術
会
議
で
す
。

超領域的専門研究
の促進と研究生産
システムの構築

日本の文化諸原理
の普遍化とその実
際の適用開発

新たな資本経済の
開発と諸技術の開
発

諸資本開発、環境
設計、政策提言、
国際絶対平和協力

超領域的専門研究のフィールド
開拓と研究者の活動機会の保証

大学システムに代わる
高等研究システムの構築

文化を主導にした

system

discipline technology
economy

environment
politics

cultures

述語制様式の
　日本文化の数千年に渡る述語制文化様　　
　式において主語制化されている国家資
　本を組み替える可能条件を開く。　　

●
文
化
を
主
導
に
し
た
高
等
学
術
会
議
で
す
。

●
近
代
の
科
学
・
学
問
体
系
の
分
類
体
系
を
超
克
し
、
新
た
な
超
領
域
的
専
門
研
究

transdisciplinary studies
の
学
術
場
を
開
い
て
い
き
ま
す
。

●
高
等
学
術
に
よ
る
研
究
生
産
を
、
世
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
、
日
本
文
化
の
述
語

制
様
式
か
ら
の
経
済
・
政
治
・
環
境
と
の
非
分
離
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

●
高
等
学
術
が
実
行
さ
れ
る
場
と
研
究
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

日本資本ホスピタリティ大学

大学院



文
化
設
計
を
主
導
に
し
た
高
等
学
術
会
議
で
す
。

経
済
、
技
術
、
環
境
、
政
治
の
探
究
や
開
発
に
お
け
る

概
念
、
思
考
、
手
法
、
技
術
を
、

近
代
学
問
体
系
に
基
づ
い
た
仕
方
に
代
わ
っ
て
、

retooling
し
て
、

暮
ら
し
のw

ell-being

を
設
計
し
て
い
き
ま
す
。

文化
概念、哲学、学問体系、日本原理

area

経済
資本経済

area

技術
科学技術 / 情報技術

述語技術

area

環境
場所資本

area

政治
政治資本

topics

スポーツ

娯楽

etc,

topics

乳児

子ども

topics

エネルギー

ゴミ

topics

医療

教育

topics

交通

都市

topics

衣

食

住

諸高等研究機関
学会ネットワーク

暮らしの well-being

retooling
概念ツール
思考技術

開発ツール

具体現場 place

「
文
化
」
と
は
、
科
学
、
技
術
、
経
済
、
政
治
を
領
導
す
る
も
の
で
あ
り
地
盤
で
す
。

消
費
文
化
・
大
衆
文
化
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
「
日
本
」
本
来
の
文
化
遺
産
、

そ
の
高
度
な
蓄
積
・
実
際
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
今
や
、
消
滅
の
危
機
に
さ
え
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な
問

題
で
す
。
相
互
共
存
す
る
こ
と
で
す
。

文
化
に
よ
っ
て
、
自
然
・
環
境
へ
の
対
応
、
作
り
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
日
本
の
文
化
は
、
非
常
に
高

度
な
資
本
・
技
術
・
原
理
を
持
ち
え
て
い
ま
す
が
、
大
学
知
＝
西
欧
的
学
問
分
類
体
系
に
よ
っ
て
見
え
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
非
分
離
・
述
語
制
・
場
所
・
非
自
己
な
の
で
す
が
、
そ
の
考
察
を
さ
ら
に

明
証
に
し
活
用
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
日
本
原
理
と
西
欧
原
理
の
相
反
共
存
を
学
問
設
計
す
る
こ
と
で
す
。

非
分
離

述
語
制

場
所

非
自
己

分
離

主
語
制

社
会

自
己

日本原理西欧原理

新たな設計へのディレクション

様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
を
種
別
的
な
学
会
と
し
て
、
そ
の
個
別
の
超
領
域
的

検
証
・
探
究
を
固
有
に
な
し
、
相
互
交
通
し
あ
い
な
が
ら
、
企
業
、
役

所
、
諸
機
関
に
実
際
に
活
用
し
う
る
具
体
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。



四
つ
の
設
計
軸

超
領
域
的
専
門
知
の
言
説
生
産
の
下
で
、

「
資
本
」「
環
境
」「
技
術
」「
表
出
」
の

四
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
設
計
軸
を
設
定
し
て
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
・
実
際
化
の
開
発
設
計
へ
取
り
組
み
ま
す
。

VISION設計軸

Cultural Capital　文化資本 

Predicativity
述語制 

Non-separation 
非分離 

Technology

Education

M
anagem

ent

D
esign

Hospitality

Place 
場所 

Non-separation Non-separation 

D
esign

新たな磁場 

技
術
 

教
育
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

デ
ザ
イ
ン
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資本	 環境	 技術	 表現	

日
本
の
文
化
原
理
は

非
分
離
／
述
語
制
／
場
所
の
磁
場
で
す
。

そ
れ
が
日
本
の
「
文
化
資
本
」
の
地
盤
で
す
。

そ
れ
を
、

資
本
／
環
境
／
技
術
／
表
現
の

フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
具
体
化
し
ま
す
。



1. 資本
資本とは、ある物事がなされていくうえでの力の元である。象徴資本、文化資本、社会資本、そして自然資本の四つが基本
的で本源的な資本である。環境資本は、これらから構成される。そして、技術資本、経済資本、政治資本が、その下位概念
として立つ。商品を地盤にして考えると、この下位概念が基本的な概念となってしまい、実は「資本」概念がかき消されて、
物質実体、政策、科学技術が分離され測定可能な対象のみとされてしまう。多様な対象を資本とみなして形成すること。

2．環境
環境は、場所と地球との同一性からなる。場所自体が地球であるのだが、地球空間という画一・均質なものはありえない、
生態的・生命的に多彩である。さらに、環境は測定不可能な閾にある。測定化された環境は、物理主義的環境であるにすぎ
ず、そこへの配慮を強いる人間主義的環境が設定されてしまう。環境はかかる分離閾にはない。ヒト、生命、＜もの＞の非
分離な述語的場所環境、場所資本である。資本に対応して、象徴環境、文化環境、社会環境、自然環境があり、その動態的・
静態的かつ生態的な構成体が場所環境である。多様な場所環境を、経済均質的空間環境とするとすべて見誤っていく。環境
は、道徳的・倫理的な対象ではないが、諸個人のライフスタイルは環境への態度として種差化されうる。

3．技術
技術は、基本的・本源的に、自律技術と他律技術との相互性から成る、これもまた象徴技術、文化技術、社会技術、自然技
術から成り、その総体が環境技術として構成される。科学技術、経済技術、政治技術はその下位概念となる。技術は物質的
なものだけではない、心の技術、自己技術、言語技術、幻想技術なるものが、想像的技術としてイメージ生産まで含んであ
り、情報技術と生命技術とがそこへ本源的に関与してくる。広義の技術概念をもって、技術設計はなされていくこと。

4．表出
指示表出と自己表出から疎外表出される述語的表現世界が本源である。幻想表出と象徴表出が、想像的表出の作用によって
表現される。体壁系と内臓系が、その本質根源にある。原生疎外表出の閾から純粋疎外の閾が疎外表出される。言語表出が、
本質である。資本 / 環境 / 技術、さらに政治は、表出から疎外されていくが、表出固有の対象閾として、文学、芸術、音楽、
像などでの表現域がある。イマジネーション、意識、意志、遊びなどの表出次元がある。日本語は述語的な言語資本である。

これらは、近代学問体系の、分離、主語・主体、社会、自我的自己の閾にはない。非分離、述語制、場所、そして非自己の
哲学設計の閾にある。日本の原理の方が、本質的で普遍であるのだ。近代学問体系を超えていかねばならない、知・言説の
文化生産・学問生産が要されている。設計とは、哲学設計、学問設計を同時に要される総体的な創造である。この四つの機
軸から、日本の文化・資本を踏まえて、新たな学問体系が創成される。内部性の論理ではない、外部性の論理であるが、表
出疎外の発生・生成の論理をもたないと構造主義化されてしまう。人間主義 / 科学主義、さらに構造主義 / ポストモダニズ
ムの原理をこえていかねばならない。それは、民族国家 / 国民画一市場、社会均質空間の設計を実際的に超えていくことで
ある。未熟な産業＜社会＞経済設計、つまり資本主義＝社会主義の産業的生産様式を超えることだ。商品・サービスの経済
設計、規範化・規則化の政治社会設計をこえていく、資本・場所・ホスピタリティの経済である。

表出表現

（政治・芸術）

技術
（科学技術 / 情報技術

文化技術）

環境

（場所・地球）

資本

（経済・文化）

●
四
つ
の
設
計
軸
の
説
明
●



日本の設計 direction 概要：資本の循環と回転の総過程の経済政治
　　　　　　　　　　世界貢献しうるものとして

日本

場所
環境
都市

企業

技術
情報

政治

生活者

●主語制様式の集中化と客観への総合の主客分離の国
家資本に代わる、述語制様式の国家資本構成の探究。
●社会空間の国家配備に代わる、多元的な場所ごとの
限界経済・環境経済の国家配備の多様な創出。
●集中型配分の技術編制に代わる、分散型システムの
探究。

●その、総体が、日本の総生産力を高めていく。
世界において先導的な役割をはたしていく「＜日本＞
の資本」の普遍性の探究。
●国家間均衡の日々戦争状態のヨーロッパ型設計に代
わる絶対平和の国防的体制の探究。

人材資本

●場所＝地球を土台にした、経済・技術・文化・環境・
政治の総体的な環境開発の探究。
●場所が自主的に固有の環境経済を創出し、場所市場
を創出開拓する。
●場所の歴史的資本をふまえた場所文化の経済化の探
究。場所資本と場所文化技術の開発。

●ゾーニング的都市設計に代わる、場所シティの探究。
●グローバル・シティと場所シティの共存空間の構成。
●伝統技術と先端技術との協応を創造する述語的な技
術開発。場所交通システム etc.
●場所住民の well-being を形成していく新たなライ
フスタイルと場所環境の設計。

●商品・労働集中型経済に代わる、文化資本者の資本
経済の探究。
●ナショナル画一市場に代わる、場所多元的市場の可
能性の探究。
●新たな収益性の多様な様態の探究。

●企業生産のパブリック環境への対応の探究。
●日本文化と先端技術を活かした企業生産の探究。
●ワークの社会的分業、縦割り分業の分類化に代わる、
横断型ワークの多様な形態の考究。
●内部留保による企業停滞に代わる、生産諸条件投与

●分離の客観的科学技術中心に代わる、非分離の述語
的技術の先端的な開発の探究。
●日本の伝統技術に構成されている文化技術の先端的
な可能条件の探究と開発考究。
●道具 tools と人とのコンビビアルな構成。

●データ情報ではなく、情報資本・情報生成の情報技
術の開発。
●第二自己の閉鎖社会へ解き放たれた＝閉じ込められ
たウェッブ世界に代わる、パブリックな情報世界の探
究。

●ホスピタリティ自己技術を有した文化資本力能を
もったリーダーの育成。
●賃労働者スタイルに代わる、文化資本者スタイルの
探究。
●開発と教育の相互性のある学び。ビジネス＝教育の

実行。
●場所環境を設計開発しうる人材の形成。
●新たな教育プログラムをもった、大学に代わるアカ
デミーの創設。

●新たなライフスタイルの多様さの探究。
●欲望・快楽の消費主体的満足に代わる、欲動・享楽
のライフスタイルのあり方の探究。
●国民・市民の社会的代行為者に代わる、場所住民か
らの国家関与の仕方の探究。

●住宅ハウジングに代わる、場所 dwelling の居住生
活環境空間の開発探究。
●プライベートなもののパブリック環境との共存。

●高度な政治資本による新たな統治技術のあり方の探
究。
●国家ビジョン、国家理性の新たな形成と、それに基
づいた統治諸技術の開拓探究。
●場所を基盤にした場所政治の統治の探究。

●住民参画型の直接政治の可能条件の探究。
●政党政治の限界に代わる、新たな政治形態の探究。
●諸個人の政治的自律性の復回。

産
業
消
費
的
な
安
楽
さ
に
潜
む

諸
個
人
の
不
安
の
根
拠
を
解
析
し
、

近
代
的
設
計
に
代
わ
る
新
た
な
環
境
・
文
化
・
経
済
の

総
過
程
に
お
け
る
諸
資
本
の
活
用
と

新
た
な
シ
ス
テ
ム
設
計
を
探
究
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
科
学
・
技
術
・
環
境
・
経
済
・
政
治
に
お
け
る
日
本
の
設
計
を

領
導
し
う
る
文
化
研
究
の
諸
資
本
・
諸
技
術
の
探
究
で
す
。



対資本 述辞 場所＝地球
環境

述語制
様式

非分離
非自己

元気学時空
多次元

述語表出生命行為

自己─非自己の述語的場所環境

超領域的
学術

文化資本の時代

超
領
域
的
高
等
研
究
の
学
術
的
諸
範
疇
、
諸
概
念
、
そ
の
実
定
性
は
、

高
度
な
検
証
・
省
察
を
要
し
ま
す
が
、

日
本
の
原
理
で
あ
る
「
述
語
制
・
非
分
離
・
場
所
・
非
自
己
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
く
の
は
確
か
で
す
。

西
欧
の
「
主
語
制
・
分
離
・
社
会
・
自
我
」
の

学
問
設
計
原
理
に
代
わ
る
も
の
で
す
。

特
に
、
近
代
の
客
観
的
科
学
主
義
の
分
離
科
学
に
代
わ
る

述
語
的
な
非
分
離
科
学
を
概
念
規
定
す
る
超
領
域
的
な
文
化
科
学
を

明
証
に
実
定
化
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
文
化
技
術
の
歴
史
的
な
蓄
積
の
中
に
、

多
く
の
可
能
条
件
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

学問設計の転移指標



【
資
本
開
発
及
び
文
化
資
本
と
は
】

経
済
活
動
、
技
術
開
発
の
基
本
・
基
盤
に
は
「
文
化
」
が
必
ず
作
用
し
て
い
ま
す
。
経
済
資
本
・

政
治
資
本
が
稼
働
す
る
に
は
、
組
織
体
と
し
て
の
ま
た
構
成
員
の
「
文
化
資
本
」
が
あ
っ
て
こ
そ

な
さ
れ
ま
す
。
文
化
資
本
と
は
、
文
化
力
、
歴
史
力
、
場
所
力
、
環
境
力
、
文
化
技
術
力
、
感
覚
・

心
的
力
、
創
造
力
、
身
体
技
術
、
組
織
力
、
企
画
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
な
ど
総
体
の
資
本
で
す
。

文
化
資
本
を
高
め
る
こ
と
が
、
経
済
資
本
・
政
治
資
本
を
高
め
、
増
強
し
ま
す
。
経
済
資
本
・
政

治
資
本
、
社
会
関
係
資
本
、
象
徴
資
本
、
技
術
資
本
、
財
務
資
本
、
情
報
資
本
な
ど
諸
資
本
の
総

体
を
領
導
す
る
の
が「
文
化
資
本
」の
力
で
す
。
さ
ら
に
、日
本
に
は
非
常
に
高
度
な
文
化
資
本
が
、

欧
米
の
設
計
原
理
を
超
え
て
歴
史
的
な
遺
産
と
し
て
し
か
も
世
界
的
普
遍
性
と
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
経
済
開
発
、
科
学
技
術
開
発
に
も
役
立
ち
ま
す
。
世
界
の
大
転
換
期
に
お
い
て
、
大
卒

次
元
の
人
材
能
力
水
準
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
、新
た
な
文
化
資
本
形
成
が
要
さ
れ
ま
す
。
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
・
客
観
的
科
学
技
術
の
産
業
社
会
経
済
を
超
え
る
、
資
本
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
述
語

的
文
化
科
学
技
術
の
高
度
な
資
本
経
済
を
多
様
に
開
発
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

●
既
存
の
商
品
・
社
会
経
済
を
超
え
る
「
新
資
本
経
済
」
を
探
究
・
開
発
し
ま
す
。
多
様
な
場
所
環
境
に
立
脚

し
た
多
元
経
済
の
秩
序
を
、
文
化
形
成
と
と
も
に
探
究
・
開
発
し
ま
す
。

●
既
存
の
学
会
・
学
術
を
超
え
る
高
度
な「
超
領
域
」専
門
研
究
を
な
し
ま
す
。
多
領
域
の
協
働
研
究
開
発
で
す
。

●
既
存
の
一
般
的
知
識
で
は
な
く
、
高
度
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
シ
ン
グ
／
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
／
エ
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ
／
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
日
本
の
国
家
資
本
を
高
め
、
そ
れ
に
見
合
う
政
治
資
本
へ
の
提
言
、
文
化
資
本
の
再
形
成
、
経
済
資
本
の
高

度
化
を
推
し
進
め
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
設
計
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
、
具
体
実
行
を
開
発
し
ま
す
。

学
術
設
計
に
お
け
る
物
事
の
地
盤
変
え

●
新
た
な
哲
学
を
作
り
ま
す
：「
分
離
・
主
語
制
・
社
会
・
自
我
主
体
」
の
西
欧
哲
学
に
代

わ
る
「
非
分
離
・
述
語
制
・
場
所
・
非
自
己
」（
日
本
原
理
の
普
遍
化
）
の
哲
学
設
計
の
考
究

●
新
た
な
学
問
体
系
を
作
り
ま
す
：
近
代
学
問
体
系
の
専
門
分
類
に
代
わ
る
超
領
域
的
専
門

体
系
の
学
問
設
計
の
考
究

◉
新
た
な
言
説
を
作
り
ま
す
：
こ
れ
ら
の
言
説
生
産
、
イ
メ
ー
ジ
生
産
の
表
現
表
出
の
考
究

●
新
た
な
環
境
を
作
り
ま
す
：「
社
会
空
間
」
の
圴
一
・
均
質
設
計
（
規
範
社
会
）
に
代
わ

る
多
元
的
な
場
所
＝
地
球
環
境
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
設
計
の
考
究

●
新
た
な
技
術
を
生
み
出
し
ま
す
：
主
客
分
離
の
客
観
的
科
学
技
術
に
代
わ
る
「
非
分
離
の

述
語
技
術
」
開
発
の
可
能
条
件
：
日
本
の
文
化
技
術
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
技
術
設
計
の
考
究

◉
新
た
な
経
済
を
作
り
出
し
ま
す
：
二
十
世
紀
型
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
経
済
に
代
わ
る

二
十
一
世
紀
型
の
「
資
本
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
済
」
の
可
能
性
の
考
究

■
日
本
文
化
の
本
質
の
考
究
と
他
の
諸
文
化
と
の
比
較
考
証
：
文
化
を
活
用
し
た
新
経
済

の
開
発
：
文
化
資
本
・
言
語
資
本
＆
技
術
資
本

■
こ
れ
ら
歴
史
系
譜
の
文
化
史
考
証
と
新
た
な
歴
史
設
計
の
考
究
：
歴
史
資
本
・
場
所
資
本

■
国
家
資
本
へ
活
用
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
た
諸
デ
ザ
イ
ン
設
計
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
：
述

語
制
の
文
化
資
本
を
ふ
ま
え
た
政
治
資
本
形
成
の
考
究
を
含
む
：
国
家
資
本
・
情
報
資
本

■
人
と
人
と
の
コ
ン
ビ
ビ
ア
ル
な
元
気
な
関
係
構
成
：
関
係
資
本

●
国
民
画
一
市
場
に
代
わ
る
「
場
所
多
元
市
場
」
の
開
発
：
市
場
形
態

●
賃
労
働
形
態
に
代
わ
る
元
気
な
文
化
資
本
者
の
「
ワ
ー
キ
ン
グ
」
体
制
の
活
性
化
：
労
働
形
態

●
組
織
経
営
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
開
発
：
組
織
形
態

●
情
報
技
術
に
お
け
る
「
情
報
生
成
」
シ
ス
テ
ム
の
活
用
開
発
：
情
報
形
態

●
欲
望
・
快
楽
の
経
済
に
代
わ
る
「
欲
動
・
享
楽
の
経
済
」：CS
の
転
移

●
顧
客
の
多
様
な
資
本
様
態
と
そ
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
に
対
応
す
る
経
済
の
開
発
：
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究

●
企
業
の
社
会
的
責
任
に
代
わ
る
「
バ
ブ
リ
ッ
ク
な
責
任
」
の
構
成
：CSR

の
転
移

●
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
代
わ
る
「
場
所
＝
地
球
」
経
済
の
課
題
：
環
境
形
態

消費要素をアレンジすることではなく
新たな生産体系をアレンジしていくことです。



＜働き・生き・語る＞人間主
体とその「客観への総合」の
学問体系。内部性の実定化。

 商品・サービス経済
 社会経済
 ナショナル画一市場
 賃労働形態
 分業階層組織形態
 分離技術形態
 データ情報形態
 欲望・快楽・便宜形態
 商品消費機能形態

非分離・述語性・場所・非自
己の哲学原理、その外部性と
規制性の学問体系。

 資本・ホスピタリティ経済
 パブリック経済
 場所多元市場
 資本者形態
 横断組織形態
 非分離・述語技術形態
 情報生成形態
 欲動・享楽・最適形態
 ライフスタイル形態

プライベートな
パブリック環境

ソーシャルな
無機質空間

経済資本中心
責任のない賃労働

文化資本中心
元気な文化資本者

近代学問体系と
その経済・企業

２１世紀型の学問体系
と経済・企業

移
行
状
態

producing
management
administration
editing
creation
public relation

日本の文化基盤
（日本文化資本の活用
とその世界普遍性）

社会一般基盤
（同じものをより多く）

最低限の more&better至高の good

文化力
文化資本形成

「
主
語
制
様
式
」
の
集
中
化
と
「
客
観

へ
の
総
合
」
の
普
遍
化

「
述
語
制
様
式
」
の
普
遍
化
と
「
非
分

離
環
境
へ
の
多
元
的
な
場
所
化
」

学
問
設
計
と
経
済
設
計
の
飛
躍
へ

近
代
学
問
の
分
離
・
主
語
制
・
社
会
・
自
我
主
体
の
内
部
性
の
、

専
門
分
類
化
さ
れ
た
教
義
原
理
は
、

「
主
語
制
様
式
」
へ
の
集
中
化
と
「
客
観
へ
の
総
合
化
」
の

国
家
資
本
と
な
っ
て
、

経
済
企
業
、
科
学
技
術
、
社
会
生
活
、
政
治
統
治
を

規
制
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
「
商
品
・
労
働
集
中
社
会
」
は
限
界
へ
と
い
た
っ
て
い
ま
す
。

環
境
・
文
化
・
経
済
の
非
分
離
世
界
を
構
築
す
る

新
た
な
「
資
本
経
済
」
は
、

述
語
制
・
非
分
離
・
場
所
・
非
自
己
の
設
計
原
理
に
よ
る

場
所
＝
地
球
の
多
元
的
な
統
治
技
術
に
お
け
る
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
多
様
性
が
至
高
に
活
か
さ
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
な
環
境
の
構
築
で
す
。

学術設計と資本経済開発との協働関係



文化

環境 経済

文化資本学会
研究生産

新資本経済学会
事業化

環境
経済

学術 経済

ビジョン

ビジュアル化

ビジュアル化

具体化＝
実際化  

情報
経済

商品
経済

hospitality
経済

文化
経済

科学
資本

場所
資本

いくつもの
学会

研究セ
ンター

アカデ
ミー

経済≧学術 学術≧経済

テクノ
ロジー

生活環境 / 場所環境
well-being

技術 環境

マネジメント 市場

ホスピタリティ・リーダーの形成

時間 空間

歴史 クニ

文化技術
自己技術

科学技術
情報技術

ソ
ー
シ
ャ
ル
設
計

パ
ブ
リ
ッ
ク
設
計

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

新
設
計

本
質
的
課
題
─
実
際

歴
史
的
課
題
─
実
際

Japan Capital/Hospitality Academy

ビ
ジ
ョ
ン

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化

実
際
化

相反共存協働
の開発設計

screen

文化経済
経済文化

文化環境

哲学＝科学

環境経済
経済環境

文化

環境
経済

日本高等学術会議は、
文化 / 環境 / 経済の共
存・調和の世界を探求
し、資本開発します。

資
本
企
業

高
等
研
究

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

経済≧学術 学術≧経済

生活環境領域

文化資本学会新資本経済学会

経済課題 文化課題

生活へ 生活へ

科学資本 哲学

超領域
専門研究

資本

個別専門
研究

商品

＝ ＝

ハート マネー

ホスピタリティ・リーダー

producing manage-
ment

admini-
stration editing creation

資本経済開発 文化研究生産

文化資本力とホスピタリティ技術
を有した人材

文化資本経済資本

想像資本象徴資本

技術力能
（文化技術）

イメージ資本
歴史資本

生産性
創造力

人材
企業風土

ロイヤルティ
広告 PR

ブランド
信用・信頼

マネジメント
技術力

元気

企業の資本経営の基本枠

関係解析

文化資本学会はビジョンをビジュアル化し、
資本経済学会はビジュアル化を実際化します。

動画ライ
ブラリー

文化と経済の逆立の超克システム

日本ホスピタリティ大学

学術生産と資本経済生産との相反共存によって、文化と
経済と環境の逆立を超える探究とシステムの内臓化



高等学術研究
ビジネス・インキュベーション

高等知の教育
オープンカレッジ

日本芸能の舞台
小映画館

日本の伝統文化技術
日本のデザイン

日本の場所の食、
レストラン　カフェ

日本の＜もの＞展示場、
イベントスペース

日本の着物タジェール
染織技術育成

日本の文化科学の家

日本の＜もの＞ショップ
茶室

着物、草履に着替える

日本の美・わざ・ものと哲学・経済
日本文化資本のエッキスがある

japan hospitality ホテル

（将来的な高等研究機関概要） 高
等
学
術
研
究
と
新
資
本
経
済
活
動
と
の
有
機
的
協
働

文
化
資
本
学
会
が
、
学
術
に
特
化
し
た
高
等
研
究
を
開
発
し
ま
す
が
、
そ
の
研
究
生
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
も
っ
て
現
実
世
界
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
、
諸
企
業
が
抱
え
て
い
る
実
際
課
題
や
開
発
可
能
条
件
を
具
体
的
に

把
捉
し
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
し
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
し
ま
す
。

諸
企
業
の
「
関
係
資
本
」
を
構
成
す
る
新
資
本
経
済
学
会
が
、
実
際
現
場
の
課
題
と
そ
の
諸
資
本

経
済
化
開
発
を
協
働
ワ
ー
ク
し
、
そ
こ
に
企
業
人
に
よ
る
新
資
本
経
済
学
会
が
問
題
を
高
等
研
究

へ
提
起
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
経
済
と
学
術
・
文
化
と
が
非
分
離
の
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
、
日
本
・
世
界
へ
役
立
て
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

コンサルティング
リサーチ
学術考察
文化研究

（文化資本学会）

ソリューション
（ビジネス開発） プロジェクト

の立ち上げ

文化資本
人材教育

学
術
会
員

（研究生産開発コア）

資本経済設計
場所環境設計

技術設計
新たな国家資

本

哲学設計
学問設計
文化設計
歴史設計

日本高等学術会議
（開発システム）

新
資
本
経
済
学
会

経
済
会
員

資本経済開発

諸
企
業
の
発
展
・
強
化
と
高
度
な
学
術
考
察
と
に
よ
っ
て
新
た
な
資
本
経

済
を
創
出
し
、コ
ン
サ
ル
部
門
か
ら
課
題
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
示
し
、

諸
個
人
の
文
化
資
本
を
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
技
術
と
共
に
形
成
し
、

多
様
な
諸
資
本
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

資
本
開
発
と
は
、
学
術
開
発
、
文
化
開
発
、
技
術
開
発
、
環
境
開
発
、

企
業
開
発
の
有
機
的
な
総
合
固
有
の
開
発
で
す
。

ホスピタリティ技術

日本資本ホスピタリティ大学院

ホスピタリティ
事業開発

ホスピタリティ
商品開発

資本開発

関係資本開発

顧客資本開発

市場開発

ホスピタリティ
IT 開発

ホスピタリティ
生活環境

開発

ホスピタリティ
デザイン

開発



•場所文化技術	
•歴史技術	
•生活設計	

•ホスピタリティ・
マスターの形成	

•述語行為	

•非分離技術	
•述語技術開発	

•プライベート・プ
ロダクツ	

ホスピタリティ環
境のデザイン	

プライベート・プ
ロダクツ	

ホスピタリティ環
境のデザイン	

デザイン	

•非分離技術	
•述語技術開発	

技術	

•場所文化技術	
•歴史技術	
•生活設計	

ホスピタリティ・
マスターの形成	

述語行為	

•国民市場	
•国民経済	
•積分経済	

•場所市場	
•場所経済	
•微分経済	

•
•
•

資本

ホスピタリ
ティ

設計	

•私的所有	
•Economic	
sex
•社会技術	
•社会規範	

•プライベート	
•Vernacular	
gender
•文化技術	
•パブリック公
正	

•
•

•
•

•主客分離	
•客観的科
学主義	

•主客非
分離	

•述語的
場所　　
技術	

•

•

•標準的	
•分離的	
•画一的	

•個別的	
•非分離的	
•述語的	

•
•
•

　ホスピタリティ技術・資本開発  Hospitality technology & capital: disposition & displacement ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
技
術
に
よ
る
諸
資
本
開
発
は
、

様
々
な
次
元
・
領
域
に
お
け
る
シ
フ
ト
設
計
を
な
し
ま
す
。

そ
の
シ
フ
ト
に
は
高
等
学
術
生
産
が
不
可
避
で
す
。



①経済哲学
述語制・非分離諸資本開発

日本国際高等学術会議
の学術研究生産体系

②

  

場
所
環
境
・
文
化
環
境
研
究
体
系

③

  

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
資
本
経
済

  

研
究
体
系

④

  

文
化
技
術
科
学
・
情
報
生
成
学

  

研
究
体
系

⑤

  

表
現
表
出
研
究
体
系

　
（
文
学
・
芸
術
・
映
画
な
ど
）

①
日本語・言語資本研究体系

⑥

  

教
育
資
本
・
子
ど
も
資
本
研
究
体
系

⑦

  

医
療
資
本
・
元
気
学
研
究
体
系

⑨　　　　歴史研究・文化史研究体系

⑧政
治
資
本
・
世
界
シ
ス
テ
ム
研
究
体
系

言説生産
研究

文化
研究

心的
研究

身体
研究

哲学・科学
研究生産体系

文化資本学会

技術科学資本学会

新資本経済学会

資本経済
理論生産

②

  

場
所
経
済
・
場
所
環
境
市
場
開
発

  

体
系
（
環
境
経
済
開
発
）

③

  

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン　

  

ト
／
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
開
発
体
系

④

  

文
化
技
術
・
情
報
技
術
・
技
術
科　

  
  

学
開
発
体
系

⑤

  
企
業
表
現
開
発
体
系

（
広
告
・
宣
伝
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

⑥

  

社
員
ス
キ
ル
教
育
・
仕
事
環
境
開
発

  

体
系

⑦

  

顧
客
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
市
場
開
発

 

体
系
（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

⑨　　　　企業史研究・企業文化史研究体系

⑧

 

企
業
環
境
・
組
織
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

 

シ
ョ
ン
研
究
体
系

戦略
研究

生産性
研究

利益
研究

諸資本経済開発体系

先端技術 伝統技術

②

  

非
分
離
技
術
開
発
研
究
体
系

①

  

述
語
技
術
研
究
開
発
体
系

③

  

場
所
環
境
技
術
・
自
生
エ
ネ
ル  

  

ギ
ー
研
究
開
発
体
系

④

  

情
報
生
成
技
術
シ
ス
テ
ム
活
用  

  

研
究
開
発
体
系

  

世
界
企
業
と
の
連
携

　

分
配
流
通
研
究
開
発

⑤科学史研究・技術文化史研究体系

  

世
界
の
学
者
た
ち
と
の
国
際
協
働
研
究

研究生産の体系 高等学術会議の研究生産は、
総合的に構成されます。

日本資本ホスピタリティ
大学・大学院

世界貢献へ



日本国際高等学術会議
の学術研究生産体系

哲学研究体系

  

場
所
環
境
・
文
化
環
境
研
究
体
系

  

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
資
本
経
済

  

研
究
体
系

  
文
化
技
術
科
学
研
究
体
系

  

表
現
表
出
研
究
体
系

日本語・言語資本研究体系

  

教
育
資
本
・
子
ど
も
資
本
研
究
体
系

  

医
療
資
本
・
元
気
学
研
究
体
系

歴史研究・文化史研究体系

 

政
治
資
本
・
世
界
シ
ス
テ
ム
研
究
体
系

言説生産
研究

文化
研究

ホスピタリティ習得講座の構成

経済・資本・ホスピタリティ・イノベーション・テクノロジー・
場所環境・パブリック・利益 // 言語資本・哲学

時空世界
生命的時空　　　美的時空　　　表現的時空　　　歴史的時空
非自己　　　　　非分離　　　　述語制　　　　　場所制
自己表出　　　　指示表出　　　述語表出　　　　物語
享楽　　　　　　情緒感覚　　　美的感覚　　　　記憶
場所環境　　　　資本環境　　　技術環境　　　　歴史環境
総体化　　　　　卓越性　　　　差異化　　　　　時間化
環境把握　　　　創造性　　　　企画化　　　　　過程化　
世界認識　　　　想像力　　　　対応力　　　　　歴史認識
producing         management        editing         　　adimistartion
コンビビアル　　対的関係　　　他律力　　　　　組織化力　　
自然・生態環境　景観　　　　　enjoy/play 　　   歴史都市環境
企業環境　　　デザイン環境　　生産環境　　　　企業風土

個人力・自己技術
本質力
表現力
感覚力
客観力
構成力
実行力
時代・現在力
責任力・指導力
仲間・協働力
体感・経験力
自己の企業

環境構成
文化環境
表現環境
心的環境
歴史環境
想像環境
技術環境
元気環境
政治環境
交通環境
教育環境
資本環境

心的
研究

身体
研究

カリキュラムのスキル形成指標

ハート マネー

ホスピタリティ・リーダー

producing manage-
ment

admini-
stration editing creation

文化資本力とホスピタリティ技術
を有した人材

個
人
ス
キ
ル
の
形
成

研究生産体系と個人スキルの関係研究生産体系が
個人スキルを形成するのです。

日本ホスピタリティ大学

global public leader



事務局 文化資本メゾン
財務・経理

日本国際高等学術会議

Japan/International Council of High 
Studies of Sciences日本の文化・歴史・技術を資本に

して新たな日本資本の開発をなす

文化資本学会

世界企業との連携

日本諸資本
研究
タジェール

高等学術
研究諸機関

歴史研究
文化史
系譜学

場所環境研究
文化環境研究

place

ホスピタリティ
資本経済研究

hospitality/capital

文化技術
科学研究

technology

国家資本
デザイン研究
state capital

研究システム
創設委員会

高等学術研究

振興委員会

哲学設計研究
philosophy

学術設計
タジェール

学問設計研究
epistemology

表現表出研究
言説生産研究

expression/discourse

文化研究

cultures

人材開発

教育開発部門

付属機関

セミナー
研修・実習
企画プロジェクト

web intelligence 
university

（動画レクチャー配信）

文化普及委員会

出版

超領域専門研究センター & 学会

etc,

経済資本
研究 C

政治資本
研究 C

情報資本
研究 C

場所金融資本
研究 C

科学資本
研究 C

環境資本
研究 C

映像資本
研究センター

芸術資本
研究センター

建築資本
研究センター

子ども資本
研究センター

述語資本
研究センター

スポーツ資本
研究センター

生活資本
研究センター

諸資本開発研
究プロジェク
ト委員会

会員stage 1stage 2

新資本経済学会

ホ ス ピ タ リ
ティ経営学会

コンサル部門

機構的な形成段階

定
例
講
座
／
セ
ミ
ナ
ー

「文化資本研究」年報

学術設計タジェールが、高等研究生産と新
資本経済生産との相互関係を開発します。
その初源地盤に「言語資本の述語制様式の
総合研究」を配置します。

着物資本
学会

言語資本
学会

医療資本
学会

Academic association
of  New Capital Economy 

Japan 
Hospitality
Academy

国際高等学
術研究交流

会議

日本資本ホスピタリティ大学・大学院

web
intelligence 
university

定
例
講
座
／
セ
ミ
ナ
ー

高等学術
オープン
カレッジ

Found

言語資本研究学会：述語制様式の総合研究
Academic association

of  Cultural Capital 

世界貢献部門 学術生産部門



学
術
と
実
際
資
本
経
済
と
人
材
開
発
形
成
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
た
め
に
、
一
般
的
な
理

事
会
・
幹
事
会
な
ど
の
官
僚
的
組
織
運
営
を
な
す
の
で
は
な
く
、
事
務
局
統
轄
の
下
で
の

活
性
的
な
運
営
を
な
し
ま
す
。
財
務
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
な
ど
含
め
「
文
化
資
本
メ

ゾ
ン
」
が
統
轄
管
理
し
ま
す
。

●
研
究
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

実
際
に
役
立
つ
研
究
生
産
を
資
本
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
ま
す
。

●
学
術
設
計
タ
ジ
ェ
ー
ル
（
仕
事
場
）

哲
学
設
計
、
学
問
設
計
、
環
境
設
計
、
技
術
設
計
、
資
本
設
計
、
さ
ら
に
歴
史
設
計
・
文
化
設
計
な
ど
、

言
説
生
産
・
イ
メ
ー
ジ
生
産
を
も
っ
て
、
資
本
経
済
に
寄
与
す
る
学
術
の
地
盤
変
え
を
な
す
。

●
研
究
シ
ス
テ
ム
創
設
委
員
会

研
究
施
設
や
シ
ス
テ
ム
、
研
究
の
場
所
を
設
計
開
設
し
て
い
き
ま
す
。
若
手
研
究
者
の
場
を
構
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
高
等
学
術
研
究
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。　

●
日
本
諸
資
本
研
究
タ
ジ
ェ
ー
ル

日
本
の
様
々
な
場
所
に
潜
在
す
る
多
様
な
可
能
力
あ
る
諸
資
本
を
リ
サ
ー
チ
、
研
究
し
、
そ
の
原

理
を
普
遍
化
し
、
実
際
の
技
術
や
物
事
に
活
用
し
て
い
く
と
共
に
、
そ
の
貴
重
な
文
化
技
術
遺
産

を
継
承
し
て
い
く
仕
事
場
を
保
存
・
構
成
し
、
世
界
貢
献
し
う
る
よ
う
国
際
交
流
し
ま
す
。

●
国
際
高
等
学
術
研
究
交
流
会
議

世
界
の
超
領
域
的
専
門
研
究
・
知
の
遺
産
を
学
び
、
そ
の
研
究
者
た
ち
と
の
交
通
を
な
し
ま
す
。

世
界
各
地
で
、
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
高
等
研
究
諸
機
関
の
創
設

環
境
、
情
報
、
生
命
、
医
療
、
政
治
、
な
ど
の
高
等
研
究
機
関
を
創
設
。

●
高
等
学
術
オ
ー
プ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

本
会
議
に
所
属
す
る
超
領
域
的
専
門
学
者
の
一
般
へ
向
け
た
講
演
、
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
。

●
超
領
域
専
門
研
究
の
各
種
研
究
セ
ン
タ
ー
＆
学
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

超
領
域
的
専
門
研
究
セ
ン
タ
ー
を
配
備
し
、
本
会
議
に
所
属
・
登
録
さ
れ
た
学
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

自
由
に
個
別
運
営
さ
れ
ま
す
が
、
研
究
協
働
を
必
要
に
応
じ
て
組
み
立
て
ま
す
。

●
高
等
知
的
人
材
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
人
材
の
育
成

Japan Capital/H
ospitality Academ

y

超
領
域
的
研
究
者
の
育
成
、
各
分
野
で
活
動
し
う
る
高
等
知
性
を
領
有
し
た
人
材
の
育
成
。

●w
eb intelligence university

講
座
の
録
画
公
開
。
動
画
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

日
本
国
際
高
等
学
術
会
議
は
、
高
等
学
術
研
究
の
実
行
と
そ
の
実
際
の

活
用
を
な
す
べ
く
「
文
化
資
本
学
会
」
の
学
術
と
「
新
資
本
経
済
学
会
」

の
企
業
協
働
と
コ
ン
サ
ル
部
門
と
を
開
発
コ
ア
に
お
い
て
、
現
実
実
際

を
踏
ま
え
た
高
等
学
術
シ
ス
テ
ム
の
諸
構
築
へ
と
り
く
み
ま
す
。



日本国際高等学術会議のコンセプト図
action

新
資
本
経
済
学
会

文
化
資
本
学
会

資本経済生産高等研究生産 capital

action

vision

企業
経済人

学者
クリエーター

市場開発

顧客満足
開発

企業環境
開発

PB 開発
着物資本学会

子ども資本学会

映像資本学会

医療資本学会

スポーツ
資本学会

建築資本学会
商品開発

組織開発エンジン

energykonowledge

production production

strategy

多様な学会 様々な開発

研究センター
情報資本学会

歴史資本
学会

言語資本
学会

関係資本
学会

ホスピタリティ
資本学会

ホスピタリティ
マネジメント学会

場所資本
学会

場所経済
学会

経済哲学・
倫理学会

文化技術
学会

技術資本学会

アート資本
学会

デザイン
資本学会

哲学・学問
設計学会

資本ビジョン設計 新
資
本
経
済
学
会

文
化
資
本
学
会

環
境
資
本
学
会

convivial
relations

convivial
relations



【
付
】
大
学
知
と
超
領
域
的
な
高
等
研
究
知
と
の
違
い

大
学
知
は
、
専
門
分
類
を
さ
ら
に
精
密
に
細
分
化
し
、
そ
の
シ
ニ
フ
ィ
エ
＝
意
味
さ
れ
た

も
の
を
真
理
と
し
て
客
観
化
す
る
思
考
方
法
と
言
説
化
を
な
し
ま
す
。
部
分
を
他
か
ら
切

り
離
し
て
分
離
し
精
密
化
す
る
こ
と
、
す
で
に
在
る
こ
と
を
整
序
し
、
論
証
さ
れ
た
こ
と

を
現
実
的
事
実
で
あ
る
、
と
し
ま
す
。
近
代
学
問
体
系
に
属
し
ま
す
。
学
問
と
現
実
世
界

を
切
り
離
し
ま
す
。
主
観
は
人
間
主
義
へ
、
客
観
は
客
観
主
義
へ
と
分
離
さ
れ
ま
す
。

超
領
域
的
知
は
、
真
理
は
生
産
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
物
事
は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
し

て
み
て
い
く
こ
と
、
一
つ
の
総
体
的
な
部
分
（
例
え
ば
「
私
」）
に
全
体
（
つ
ま
り
世
界
）

が
あ
る
こ
と
を
把
捉
し
て
い
き
ま
す
。
客
観
化
に
止
ま
ら
ず
に
、「
客
観
化
の
客
観
化
」

の
次
元
を
開
き
ま
す
。
主
・
客
が
メ
ー
ビ
ウ
ス
の
帯
状
の
よ
う
に
同
一
面
に
あ
る
と
考
え

ま
す
。
近
代
学
問
体
系
か
ら
脱
し
て
い
き
ま
す
。
学
術
を
現
実
世
界
と
は
切
り
離
し
ま
せ

ん
、
非
分
離
に
配
備
し
ま
す
。
新
た
な
現
実
を
作
っ
て
い
く
研
究
生
産
を
な
し
ま
す
。

研
究
生
産
は
、
大
学
シ
ス
テ
ム
と
は
違
っ
た
、
対
象
・
技
術
・
言
説
・
主
題
を
も
っ
て
の

創
造
的
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

超領域的知

高等研究生産システム

主客非分離
現実との非分離
客観化の客観化

シニフィアンを探究

外部性
真理は生産すること

柔軟
超領域的交通
フレキシブル

大学知
大学システム

学部・学科分類体系

主客分離
現実との分離
客観化

シニフィエを整序

内部性
シニフィエされたものが真理

硬い
専門細分化

融通がきかない
（学問の正当性に閉じる）

日本ホスピタリティ大学


